
きなりの郷とは…純粋、素朴、まざりけのないと言った意味で、「本物の暮らしのある村」という願いを込めた言葉です。
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令和２年７月31日現在

前年同月比
（－
（－
（－
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37）
19）
18）
　23）

人　口
男
女
世帯数

868人
398人
470人
545戸

先月比
2）
2）
4）
2）

（－
（＋
（－
（－

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

吉

　田

　光

　宏 

さ
ん
（
上
桑
原
）

八
月
十
日 

逝
去

　　

　享
年
八
十
四
才

浦
向
（
６
月
24
日
）

奥

　村

　國

　彦

　さ
ん

上
桑
原
（
８
月
14
日
）

吉

　田

　恒

　子

　さ
ん

橿
原
市
（
８
月
14
日
）

下

　村

　和

　行

　さ
ん

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、

　
　
　
　
　
　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方

　8月上旬下北山中学校が新校舎（合同校舎）へ引越しをし、旧中学校校舎で８月14

日・１５日の２日間「旧下北山中学校を懐かしむ日」を開催しました。

　会場ではマスクやアルコール消毒、検温をしていただくなど、新型コロナウイルス感染

予防へご協力いただく中、２日間を通して大変気温の高い日となりましたが、猛暑の中で

も村内の方々、帰省をされている方々合わせて148名の幅広い年代の方 に々来校いた

だきました。

　来校された卒業生の方は「50年ぶりに来たけど変わってないなぁ」や、「廊下に立たさ

れたな」など、賑やかさや、楽しくもほろ苦い在学生であった当時の様子を思い出し、懐か

しむ声があちらこちらで響き、写真を撮って思い思いの時間を過ごされていました。

旧下北山中学校を懐かしむ日



　
令
和
元
年
６
月
か
ら
建
設
工
事
を

行
っ
て
き
ま
し
た
、
下
北
山
保
・
小
・

中
合
同
校
舎
が
完
成
し
、
７
月
26
日

（
日
）
関
係
者
約
35
名
が
出
席
し
、
竣

工
式
典
を
執
り
行
い
ま
し
た
。
南
村
長

か
ら
関
係
機
関
や
学
校
関
係
者
、
ま
た

地
域
の
人
々
の
支
援
に
深
く
感
謝
し
た

式
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　「
本
日
は
、
皆
さ
ま
に
は
ご
多
用
の

中
、
下
北
山 

保
・
小
・
中
合
同
校
舎

竣
工
式
に
ご
臨
席
を
賜
り
誠
に
有
り
難

う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
来
で
あ
れ
ば
竣
工

式
は
、
保
育
所
の
園
児
や
小
中
学
校
の

児
童
、
生
徒
の
皆
さ
ん
、
先
生
方
、
保

護
者
の
皆
さ
ん
等
多
く
の
方
に
も
ご
出

席
を
い
た
だ
き
一
緒
に
お
祝
い
で
き
れ

ば
と
思
っ
た
の
で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
関
係
で
規
模
を

縮
小
し
て
の
竣
工
式
と
な
り
、
少
し
残

念
な
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　
私
は
、
教
育
は
ど
こ
に
住
ん
で
い
て

も
、
人
に
と
っ
て
一
番
大
事
な
も
の
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。だ
か
ら
こ
そ
、

山
間
へ
き
地
に
あ
っ
て
も
、
子
ど
も
た

ち
に
良
好
な
教
育
環
境
を
作
っ
て
あ
げ

る
の
が
、
私
た
ち
の
役
割
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。本
村
に
お
い
て
は
、

近
年
、
児
童
生
徒
数
の
減
少
に
よ
り
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
集
団
生
活
を

積
極
的
に
円
滑
に
送
っ
て
い
く
能
力
が

伸
ば
し
づ
ら
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
少
人
数
教
育
の
弱
点
を
克
服
し
、

中
学
校
へ
の
滑
ら
か
な
接
続
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
二
十
九
年
度

に
、
小
中
一
貫
教
育
を
進
め
て
い
く
た

め
の
協
議
が
始
ま
り
、
令
和
元
年
に
小

中
一
貫
教
育
を
経
て
義
務
教
育
学
校
へ

の
移
行
を
目
指
す
こ
と
が
目
標
と
さ
れ

ま
し
た
。
併
せ
て
、保
・
小
・
中
の
園
児
、

児
童
、
生
徒
が
一
堂
に
会
す
る
こ
と
が

で
き
る
、
少
人
数
の
保
育
所
及
び
学
校

に
ふ
さ
わ
し
い
新
た
な
合
同
校
舎
の
建

設
に
つ
い
て
協
議
が
開
始
さ
れ
、
議
会

や
合
同
校
舎
等
検
討
委
員
会
な
ど
を
通

じ
村
民
の
幅
広
い
ご
意
見
を
受
け
る
中

で
、
現
在
の
下
北
山
中
学
校
の
敷
地
内

に
保
・
小
・
中
合
同
校
舎
を
建
築
す
る

こ
と
と
な
り
、
令
和
元
年
六
月
に
建
設

工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。

　
工
事
期
間
中
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
関
係
で
何
か
と
ご
苦
労
も
多

か
っ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、
予
定
通

り
工
事
を
進
め
て
い
た
だ
き
、
素
晴
ら

し
い
校
舎
を
創
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
株

式
会
社
桝
谷
設
計
様
、
株
式
会
社
森
下

組
様
を
は
じ
め
多
く
の
工
事
関
係
者
の

皆
様
、
下
北
山
村
産
の
多
く
の
木
材
製

品
を
加
工
・
納
入
く
だ
さ
い
ま
し
た
ス

カ
イ
ウ
ッ
ド
株
式
会
社
様
に
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に
有
り
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
工
事
中
何
か
と

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
と
も
あ
っ
た

か
と
存
じ
ま
す
が
、
ご
協
力
く
だ
さ
い

ま
し
た
下
北
山
中
学
校
の
生
徒
の
皆
さ

ん
、
先
生
方
そ
し
て
地
域
の
皆
さ
ん
に

も
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
完
成
し
た
新
校
舎
は
、
下
北
山
村
の

先
人
た
ち
が
古
来
よ
り
森
林
と
歩
ん
で

き
た
歴
史
と
伝
統
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
外
観
で
、
木
の
丸
太
が
ア
ク
セ
ン

ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
内
装
に
は
、
下

北
山
村
産
の
木
材
を
下
北
山
村
の
製
材

所
で
製
材
し
た
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
内
装

材
が
ふ
ん
だ
ん
に
使
わ
れ
て
お
り
、
森

林
か
ら
生
ま
れ
た
や
わ
ら
か
さ
と
温
も

り
に
あ
ふ
れ
、
光
と
風
の
自
然
の
恵
み

を
十
分
に
取
り
込
ん
だ
、
環
境
に
優
し

い
校
舎
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
建
物

に
は
、
下
北
山
村
出
身
で
名
誉
村
民
で

あ
る
書
家
の
故
杉
岡
華
邨
氏
や
下
北
山

村
に
ゆ
か
り
の
あ
る
文
化
学
院
創
設
者

で
あ
り
建
築
家
で
も
あ
る
故
西
村
伊
作

下
北
山
保・小・中
合
同
校
舎
が
完
成
し
ま
し
た
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氏
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
デ
ザ
イ
ン
も
盛

り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
加
え
て
、
耐
震
性
は
勿
論
の
事
、
温

暖
化
へ
の
対
応
と
し
て
全
室
エ
ア
コ
ン

の
完
備
や
、
情
報
化
に
対
応
し
た
Ｉ
Ｃ

Ｔ
機
器
の
設
置
、
教
室
の
レ
イ
ア
ウ
ト

等
使
い
や
す
さ
が
随
所
に
施
さ
れ
た
新

た
な
学
び
の
家
で
、
子
ど
も
た
ち
は
も

と
よ
り
、
先
生
方
や
保
護
者
並
び
に
地

域
の
皆
さ
ん
に
も
、
新
し
い
教
育
活
動

が
で
き
る
こ
と
を
喜
ん
で
い
た
だ
け
る

も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
学
校
の
整

備
は
今
年
度
末
に
む
け
て
旧
中
学
校
校

舎
の
解
体
撤
去
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
プ
ー

ル
の
整
備
等
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
が
、
中
学
校
は
令
和
二
年
九
月
か

ら
、
保
育
所
及
び
小
学
校
に
お
い
て
は

令
和
三
年
四
月
か
ら
新
校
舎
で
の
生
活

が
始
ま
り
ま
す
。
引
き
続
き
工
事
中
の

子
ど
も
た
ち
の
安
全
や
環
境
面
の
影
響

に
配
慮
し
な
が
ら
、
工
事
の
完
遂
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
下
北
山
村
の
子
ど
も
た
ち
が

こ
の
素
晴
ら
し
い
校
舎
で
学
び
、
大
き

く
羽
ば
た
き
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
心
よ

り
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
末

永
く
地
域
の
皆
さ
ま
に
愛
さ
れ
る
校
舎

と
な
り
ま
す
こ
と
を
願
っ
て
挨
拶
と
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。」

　
次
に
、
産
業
建
設
課
長
か
ら
工
事
経

過
が
報
告
さ
れ
た
後
、
建
設
工
事
を
請

け
負
っ
た
（
株
）
森
下
組
と
、
設
計
・

監
理
・
監
督
者
で
あ
る
（
株
）
桝
谷
設

計
、
ま
た
新
校
舎
の
内
装
木
質
化
の
た

め
下
北
山
村
産
の
木
材
供
給
者
で
あ
る

ス
カ
イ
ウ
ッ
ド
（
株
）
の
代
表
者
３
名

に
南
村
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

　
来
賓
祝
辞
で
は
、
下
北
山
村
議
会
を

代
表
し
中
谷
宏
議
長
よ
り
「
新
し
い
合

同
校
舎
で
始
ま
る
北
山
っ
子
を
育
て
る

教
育
を
温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。
保
育
園
児
、
小
学
生
、
中
学
生
の

皆
さ
ん
の
大
切
な
学
び
舎
と
し
て
、
ま

た
末
永
く
地
域
の
皆
様
に
愛
さ
れ
る
施

設
、
そ
し
て
活
気
あ
ふ
れ
る
学
校
と
な

り
ま
す
よ
う
ご
指
導
な
ら
び
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。」
と
の
お
祝
い
の

こ
と
ば
に
続
き
、
本
年
度
よ
り
下
北
山

小
学
校
及
び
中
学
校
校
長
を
兼
務
し
て

い
る
廣
川
雅
啓
校
長
よ
り
「
社
会
に
求

め
ら
れ
る
新
し
い
学
び
に
対
応
し
た
最

新
設
備
の
新
校
舎
で
、
村
の
宝
で
あ
る

子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
邁
進
し
た
い
。」

と
喜
び
と
決
意
の
こ
と
ば
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
式
典
終
了
後
、
午
後
か
ら
は

村
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
内
覧
会
が
行

わ
れ
、
１
６
５
名
も
の
方
が
新
校
舎
を

見
学
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
校
舎
の
デ
ザ
イ
ン
は
下
北
山
村
に

ゆ
か
り
の
あ
る
、
教
育
者
・
建
築
家
で

あ
る
故
西
村
伊
作
氏
が
創
立
し
、
建
設

設
計
を
手
掛
け
た
文
化
学
院
の
ア
ー

チ
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
ピ
ロ
テ
ィ
や

鏡
、
下
北
山
村
出
身
で
名
誉
村
民
の
書

家
・
故
杉
岡
華
邨
氏
の
世
界
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
墨
色
を
ア
ク
セ
ン
ト
と
し
て
い

ま
す
。
内
装
に
使
用
さ
れ
た
壁
や
床
板

に
は
、
村
内
の
製
材
所
で
加
工
さ
れ
た

地
場
産
の
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
が
ふ
ん
だ
ん

に
使
用
さ
れ
て
お
り
木
の
香
り
や
ぬ
く

も
り
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
校
舎
と

な
っ
て
い
ま
す
。

■施設の規模 建築面積　2,037.80㎡

延床面積　2,813.94㎡

内訳
　1階床面積　1,534.72㎡

　　　2階床面積　1,279.22㎡

■事業費 合同校舎新築工事

設計監理費

計

■財源内訳 地方債（過疎債）

基　　金

一般財源

計

1,108,886,900円

58,625,000円

1,167,511,900円

928,600,000円

238,740,000円

171,900円

1,167,511,900円

｛

※地方債（過疎債）については、元利償還金

の70％が国から普通交付税として交付され

ます。

合同校舎施設概要
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大
雨
や
台
風
の
気
象
情
報
に

注
意
し
て
早
め
に
防
災
対
策
・

避
難
行
動
を
行
い
ま
し
ょ
う

　台
風
や
前
線
の
影
響
で
、
大
雨
、
洪

水
、
暴
風
、
自
然
災
害
が
発
生
し
や
す

く
な
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
早
め
の

避
難
な
ど
の
防
災
行
動
を
取
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
気
象
庁
は
様
々
な
「
防

　７
月
28
日
（
火
）
下
北
山
村
議
会
第

１
回
臨
時
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　今
回
の
議
案
は
、
保
・
小
・
中
合
同

校
舎
整
備
に
伴
う
旧
校
舎
解
体
及
び
敷

地
整
備
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
１
件
、
保
・
小
・
中
合
同
校
舎
整
備

に
伴
う
中
学
校
プ
ー
ル
改
修
工
事
請
負

契
約
の
締
結
に
つ
い
て
１
件
、
専
決
処

分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
１

件
の
合
計
３
件
が
上
程
さ
れ
、
原
案
ど

お
り
可
決
及
び
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　議
案
の
詳
細
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

★
保
・
小
・
中
合
同
校
舎
整
備
に
伴
う

旧
校
舎
解
体
及
び
敷
地
整
備
工
事
請
負

契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　請
負
金
額
２
０
，
０
２
０
万
円
で
、

（
株
）
北
山
工
業
と
（
有
）
大
崎
組
の

特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体
と
契
約
し

ま
し
た
。

★
保
・
小
・
中
合
同
校
舎
整
備
に
伴
う

中
学
校
プ
ー
ル
改
修
工
事
請
負
契
約
の

締
結
に
つ
い
て

　請
負
金
額
１
１
，
４
９
５
万
円
で
、

（
株
）
田
中
建
設
と
平
和
建
設
（
株
）

の
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体
と
契
約

災
気
象
情
報
」
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

時
間
を
追
っ
て
段
階
的
に
発
表
さ
れ
る

「
注
意
報
」
や
「
警
報
」
な
ど
の
防
災

気
象
情
報
を
有
効
に
活
用
し
、
早
め
早

め
の
防
災
行
動
を
取
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　雨
風
が
強
く
な
る
前
に
家
屋
の
補
強

や
、
雨
戸
を
閉
め
た
り
必
要
に
応
じ
て

補
強
す
る
、
側
溝
や
排
水
溝
は
掃
除
し

て
水
は
け
を
よ
く
し
て
お
く
、
風
で
飛

ば
さ
れ
そ
う
な
物
は
固
定
又
は
家
の
中

に
格
納
し
た
り
す
る
な
ど
、
家
の
外
の

備
え
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
雨
風
が

強
く
な
っ
て
か
ら
で
は
、
外
で
の
作
業

は
危
険
で
す
。

　ま
た
、
飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
を
窓
ガ

ラ
ス
に
張
る
な
ど
、
室
内
の
安
全
対
策

も
行
い
ま
し
ょ
う
。
避
難
が
必
要
に

な
っ
た
と
き
に
備
え
て
、
非
常
持
ち
出

し
品
の
点
検
や
避
難
場
所
の
確
認
な
ど

も
行
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

非
常
持
ち
出
し
品
の
一
例

　リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
に
ま
と
め
て
、
す

ぐ
に
持
ち
出
せ
る
よ
う
に
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

【
食
料
品
な
ど
】

飲
料
水
、
乾
パ
ン
や
ク
ラ
ッ
カ
ー
、
レ

ト
ル
ト
食
品
、
缶
詰
、
粉
ミ
ル
ク
、
ほ

し
ま
し
た
。

★
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

　令
和
２
年
度
下
北
山
村
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）

　９
，
８
７
９
千
円
を
追
加
し
、
総
額

２
，
６
５
１
，
８
２
９
千
円
と
し
ま
し

た
。　主

に
、
臨
時
特
別
交
付
金
の
増
額
に

よ
る
地
域
応
援
商
品
券
事
業
費
の
増
額

分
で
す
。

乳
び
ん
な
ど

【
医
薬
品
な
ど
】

救
急
医
薬
品
、
常
備
薬
、
マ
ス
ク
、
紙

お
む
つ
、
生
理
用
品
な
ど

【
貴
重
品
、
お
金
】

現
金
（
小
銭
も
）、
預
金
通
帳
、
印
鑑
、

健
康
保
険
証
、
身
分
証
明
書
な
ど

【
衣
類
】

下
着
、
タ
オ
ル
、
寝
袋
、
雨
具
、
軍
手
、

靴
な
ど

【
日
用
品
】

ナ
イ
フ
、
缶
切
り
、
鍋
、
水
筒
、
懐
中

電
灯
、
ラ
ジ
オ
、
電
池
、
ロ
ー
プ
、
マ
ッ

チ
や
ラ
イ
タ
ー
使
い
捨
て
の
カ
イ
ロ
、

テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
筆
記
用
具
、
ご
み
袋
な

ど【
そ
の
他
】

防
災
ず
き
ん
や
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
予
備
の

眼
鏡
、
地
図
な
ど

令
和
２
年
７
月
　
第
１
回

　下
北
山
村
議
会
臨
時
会
を
開
催

小又川水力発電所が発電を再開しました‼
　平成30年12月から休止していた小又川水力発電所が、約
1年半に及ぶ更新工事を終えて今年6月から試験運転を開始
し、発電を再開しました。
　小又川水力発電所は昭和60年頃から建設に向けた検討が
重ねられ、多くの課題を乗り越えて平成５年に施設が完成
し、村営の発電所として運転を開始しました。当時のさま
ざまな制約条件から、発電した電気は下北山スポーツ公園
での自家消費を主な目的とし、発電出力98kwの小さな水力
発電所として運営してきました。
　発電開始から20年近くが経過したころから、施設の一部
が経年劣化により故障するなどして、今後の維持経費の増
加と設備更新費用が将来への課題となっていました。その
ような中、ならコープグループから発電所の能力増強更新
の提案があり、協働して事前調査を行った結果、十分に事
業化できることが判りました。

〇更新工事の内容は
　今回の更新工事は、下北山村と市民生活協同組合ならコープが平成30年10月に締結した
「村づくりに関する包括連携協定」に基づき、ならコープの関連会社である㈱コープエナジー
ならが事業主体となって行いました。総事業費が3億4500万円で、そのうち3000万円はクラ
ウドファンディングにより村内外の個人・法人116名の方から出資して頂き、残りの資金は
ならコープグループが負担しました。発電出力を従来の98kwから179kwに増強し、全量を再
生可能エネルギー固定価格買取制度（ＦＩＴ制度）を活用して売電単価34円で売電します（従
来は約11円）。また、今回の事業では取水口に至る歩道の敷板の木材、発電所前看板、出資
者銘板については、村内事業者の方々に制作・納品して頂きました。

〇エネルギーの地産地消と地域の振興
　小又川発電所で発電された電気は、「ならコープでんき」の電源として8月からならコー
プの組合員の皆様に届けられています。また、売電収益の一部は村の収入となり、今後、
下北山村の振興施策に活用していきます。

取水口を改良し、より多くの水を取り
込めるようにしました。自動除塵機を
新たに設置し、葉っぱなどのごみは自
動で取り除かれるようになりました。

取水量を増加させ、より多く発電がで
きるよう、現状の管の上に新たに水圧
管（ポリエチレン管）を敷設しました。

取水量の増加に合わせて、より多くの
発電出力（179.7kW）をもち、渇水時
にも効率良く発電ができる水車および
発電機に更新しました。

①取水口を改良し取水量増加 ②水圧管路を増強 ③水車発電機を更新

発電所建屋
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小又川水力発電所が発電を再開しました‼
　平成30年12月から休止していた小又川水力発電所が、約
1年半に及ぶ更新工事を終えて今年6月から試験運転を開始
し、発電を再開しました。
　小又川水力発電所は昭和60年頃から建設に向けた検討が
重ねられ、多くの課題を乗り越えて平成５年に施設が完成
し、村営の発電所として運転を開始しました。当時のさま
ざまな制約条件から、発電した電気は下北山スポーツ公園
での自家消費を主な目的とし、発電出力98kwの小さな水力
発電所として運営してきました。
　発電開始から20年近くが経過したころから、施設の一部
が経年劣化により故障するなどして、今後の維持経費の増
加と設備更新費用が将来への課題となっていました。その
ような中、ならコープグループから発電所の能力増強更新
の提案があり、協働して事前調査を行った結果、十分に事
業化できることが判りました。

〇更新工事の内容は
　今回の更新工事は、下北山村と市民生活協同組合ならコープが平成30年10月に締結した
「村づくりに関する包括連携協定」に基づき、ならコープの関連会社である㈱コープエナジー
ならが事業主体となって行いました。総事業費が3億4500万円で、そのうち3000万円はクラ
ウドファンディングにより村内外の個人・法人116名の方から出資して頂き、残りの資金は
ならコープグループが負担しました。発電出力を従来の98kwから179kwに増強し、全量を再
生可能エネルギー固定価格買取制度（ＦＩＴ制度）を活用して売電単価34円で売電します（従
来は約11円）。また、今回の事業では取水口に至る歩道の敷板の木材、発電所前看板、出資
者銘板については、村内事業者の方々に制作・納品して頂きました。

〇エネルギーの地産地消と地域の振興
　小又川発電所で発電された電気は、「ならコープでんき」の電源として8月からならコー
プの組合員の皆様に届けられています。また、売電収益の一部は村の収入となり、今後、
下北山村の振興施策に活用していきます。

取水口を改良し、より多くの水を取り
込めるようにしました。自動除塵機を
新たに設置し、葉っぱなどのごみは自
動で取り除かれるようになりました。

取水量を増加させ、より多く発電がで
きるよう、現状の管の上に新たに水圧
管（ポリエチレン管）を敷設しました。

取水量の増加に合わせて、より多くの
発電出力（179.7kW）をもち、渇水時
にも効率良く発電ができる水車および
発電機に更新しました。

①取水口を改良し取水量増加 ②水圧管路を増強 ③水車発電機を更新

発電所建屋
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村の木を加工し
生まれ変わらせる
村内の製材所

下北山村の木の循環

村の木に触れ
大切に想う気持ちが

育まれる

村の木を育て
伐採する林業

村の木を活用した
合同校舎

特集 Vol.2
村の大切な資源を、未来を担う子どもたちへ
　私たちの暮らす村の92％は、森林が占めています。先人が大切に守り育ててきた山の恵みを使い、
多くの人の手で、下北山保・小・中合同校舎が完成しました。今回はそれに関わった方々を一部ご
紹介します。

　池峰区に住み、地域おこし協力隊として日々、
山と関わりながら活動をしている河野さんにお
話を聞きました。

【河野さん】学校の壁材の中には自伐型林業の
協力隊が村有林を間伐した木材も使われていま
す。村の現場で50年程前に植えられた杉を伐
倒し、村内作業車やユンボで搬出し、初めて２
トントラックを運転しスカイウッドさんまで運
びました。その木々が製材され、子どもたちが
触れる空間に使われ、共に年月を重ねていける
ことは嬉しいです。

　熊野原木市場で買い付けた下北山村の木は池
原、寺垣内から伐採された木で、主に合同校舎
の壁板や床板に製材されました。木材の買い付
けを行った村の担当者に話を聞きました。

【質問】市場での様子や、買い付けに当たって
心掛けたことなどはありますか。
【担当者】市場では、木口に押してある刻印を
頼りに村の木を探して、価格、樹種、品質を判
断して買い付けをしました。各地から集まる他
業者とのセリは、緊張の連続でした。曲がった
木は製材しにくいのでなるべくまっすぐな木を
選んだり、村の木の中でも良質な木を選ぶなど
色々なことに気を配りました。

小・中学校の９年間、子どもたちが毎
日使う机は卒業時に天板が外され、思
い出の記念として贈られます。

【質問】今回の合同校舎関係のお仕事で、やり
がいを感じる場面や大変だったことを教えてく
ださい。
【森田さん】自分の製作した机や本棚を、地域

の子どもたちや、自分の子どもが長い間使いな
がら成長してくれると思うとやりがいを感じま
す。大変だったことは、食堂のテーブルを作る
ことでした。厚みもあり、とにかく重い。それ
に杉を使っているのでヒノキや広葉樹と比べる
とへこみやすい。ちょっとでも機械の角に当た
るとへこんでしまったりするので一つ一つ集中
して作りました。

下北山村林産加工施設から合同校舎の
床板は約3,000枚、壁板は約5,000枚が
製材されました。

下北山村産の木がふんだんに使用され
た校舎の様子

サンダーで仕上げを施した木の板はつ
るつるの手触り

下北山村林産加工施設　森田 大輔 さん
 
　合同校舎で使用する床板や壁板をはじめ、子ども
たちが使う本棚や、机などの製作に携わってきた森
田さんを取材しました！

【質問】下北山村林産加工施設では日々、木材
や製材機器と向き合う森田さん。普段の仕事で
気を付けていることなどはありますか。
【森田さん】普段、床板などの製材は、0.1ミリ

単位の厚さにこだわり、毎日製材機器を調整し
ています。これを極めるのがとても難しいです。
また、木の表面についたゴミをきれいにしない
と機械の故障に繋がったり、刃の寿命を縮めた
りするので気をつけてます。また、機械に触れ
る際はケガをしないことが一番大切です。
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特集 Vol.2
村の大切な資源を、未来を担う子どもたちへ
　私たちの暮らす村の92％は、森林が占めています。先人が大切に守り育ててきた山の恵みを使い、
多くの人の手で、下北山保・小・中合同校舎が完成しました。今回はそれに関わった方々を一部ご
紹介します。

　池峰区に住み、地域おこし協力隊として日々、
山と関わりながら活動をしている河野さんにお
話を聞きました。

【河野さん】学校の壁材の中には自伐型林業の
協力隊が村有林を間伐した木材も使われていま
す。村の現場で50年程前に植えられた杉を伐
倒し、村内作業車やユンボで搬出し、初めて２
トントラックを運転しスカイウッドさんまで運
びました。その木々が製材され、子どもたちが
触れる空間に使われ、共に年月を重ねていける
ことは嬉しいです。

　熊野原木市場で買い付けた下北山村の木は池
原、寺垣内から伐採された木で、主に合同校舎
の壁板や床板に製材されました。木材の買い付
けを行った村の担当者に話を聞きました。

【質問】市場での様子や、買い付けに当たって
心掛けたことなどはありますか。
【担当者】市場では、木口に押してある刻印を
頼りに村の木を探して、価格、樹種、品質を判
断して買い付けをしました。各地から集まる他
業者とのセリは、緊張の連続でした。曲がった
木は製材しにくいのでなるべくまっすぐな木を
選んだり、村の木の中でも良質な木を選ぶなど
色々なことに気を配りました。

小・中学校の９年間、子どもたちが毎
日使う机は卒業時に天板が外され、思
い出の記念として贈られます。

【質問】今回の合同校舎関係のお仕事で、やり
がいを感じる場面や大変だったことを教えてく
ださい。
【森田さん】自分の製作した机や本棚を、地域

の子どもたちや、自分の子どもが長い間使いな
がら成長してくれると思うとやりがいを感じま
す。大変だったことは、食堂のテーブルを作る
ことでした。厚みもあり、とにかく重い。それ
に杉を使っているのでヒノキや広葉樹と比べる
とへこみやすい。ちょっとでも機械の角に当た
るとへこんでしまったりするので一つ一つ集中
して作りました。

下北山村林産加工施設から合同校舎の
床板は約3,000枚、壁板は約5,000枚が
製材されました。

下北山村産の木がふんだんに使用され
た校舎の様子

サンダーで仕上げを施した木の板はつ
るつるの手触り

下北山村林産加工施設　森田 大輔 さん
 
　合同校舎で使用する床板や壁板をはじめ、子ども
たちが使う本棚や、机などの製作に携わってきた森
田さんを取材しました！

【質問】下北山村林産加工施設では日々、木材
や製材機器と向き合う森田さん。普段の仕事で
気を付けていることなどはありますか。
【森田さん】普段、床板などの製材は、0.1ミリ

単位の厚さにこだわり、毎日製材機器を調整し
ています。これを極めるのがとても難しいです。
また、木の表面についたゴミをきれいにしない
と機械の故障に繋がったり、刃の寿命を縮めた
りするので気をつけてます。また、機械に触れ
る際はケガをしないことが一番大切です。
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南奈良総合医療センターの選定療養費が変わります
　令和２年度の診療報酬改定により、一般病床200床以上の地域医療支援病院では、
紹介状なしで受診する場合などに保険適用の診療費とは別に、国が定める料金（選定
療養費）をご負担いただくこととなりました。令和２年10月１日からは南奈良総合
医療センターの選定療養費が下記のとおり変更となりますので、皆様のご理解をよろ
しくお願いいたします。

消費生活センター（相談窓口）の活用を！
　私たちはさまざまな人と関わり、そして買い物などの消費行動を毎日繰り返しなが
ら生活しています。特に近年はデジタル化・国際化の進展や、災害・感染症拡大など
緊急時に便乗した消費者被害も多発するようになりました。このような被害の救済と
消費者のさまざまな相談窓口として、消費生活センター等の窓口があります。消費生
活に関わる問合せや苦情相談等ができ、「鍋を買い替えたいがアルミとステンレスの
特徴を知りたい」や「ネット通販で化粧品を買ったが毎月配送され困っている」、「小
学生の子どもがスマートフォンでオンラインゲームの高額なアイテムを購入していた
ので取り消したい」といった相談が可能です。相談料は無料で、相談された方から知
り得た個人情報等を外部に漏らすことはありませんのでご安心ください。
　困ったときは、一人で抱え込まないで下記の相談窓口までご連絡ください。
～相談窓口～
•消費者生活ホットライン「いやや」（局番なしの188）
•吉野郡消費者生活相談窓口

ご負担額 初診1,100円 初診 5,000円

再診 2,500円（他の病院等に対し文書による紹介を行う旨の申出を

　　　　　　　行ったにも関わらず、当院を受診した患者）

改正前 改　　正　　後

対象診療料 全診療料 内科、総合診療料、外科、整形外科、救急科

吉野町役場

下市町役場

大淀町役場

７月～９月

10月～12月

１月～３月

町民課町民相談室　　　　　　　☎0746-32-3081

住 民 保 険 課　　　　　　　☎0747-52-0001

人 権 住 民 課　　　　　　　☎0747-52-5501

日　時場　所 問い合わせ

※当院を受診される場合は、かかりつけ医などの紹介状を持参いただきますようお願いします。

毎週木曜日（祝日・年末年始除く）午後1時～午後4時まで

今月号の協力隊のつぶやきは
岡が担当します。協力隊のつぶやき協力隊のつぶやき その86

　こんにちは。岡　弘明（カレーの人）です。
　毎日暑い日が続きますが、皆様いかがお過ごしでしょうか？美味しい夏野菜を沢山食べて、夏バテし
ないようにしましょうね。
　普段私は地域おこし協力隊として、サポートきなりでお仕事させていただいています。その他にも、
奥大和で放送されているローカル番組「ぐっと‼奥大和」にて、下北山村の紹介もしています。
　これまでの番組では村の生活や仕事、村であった不思議なことなどを取り上げました。最近では、「下
北山村7月怪談」という題で、「三省医者と狐」の昔話についてのエピソードを、自作のイラストや歴史

民俗資料館の�正文さんのコメントを織り交ぜながら紹
介する動画を制作しました。今後も番組で様々なニュー
スを取り上げるために、村のことをいろいろ調べていき
たいと思っています。もし村であった面白いニュースが
あれば、是非教えていただけると大変嬉しいです。
　あと僕は村の方言について興味があるので、よかった
ら教えてください（笑）

◀「ぐっと‼奧大和」での打合せの様子

●国勢調査は、2020年（令和２年）10月１日現在、日本に住んでいるすべての人及び世帯が対象です。
●９月中旬から、調査員がみなさまのお宅を訪問し、調査書類を郵便受けに入れるなどしてお配りします。
●回答は、できる限りインターネットでお願いします（郵送も可能です。）。
●国勢調査の結果は、災害時に必要な物資を備えたり、コンビニの出店計画に利用されるなど、わたしたちの生活
の身近なところに役立てられています。
●国勢調査では、新型コロナウイルス感染症の感染防止のため、調査書類の配布や調査票の受け取りを、できる限
り、みなさまと調査員が対面しない非接触の方法で行うようにしています。みなさまのご理解とご協力をよろし
くお願いいたします。

総務省・奈良県・下北山村

国勢調査については、「国勢調査2020総合サイト」をご覧ください。
https://www.kokusei2020.go.jp/

令和２年国勢調査を実施します
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南奈良総合医療センターの選定療養費が変わります
　令和２年度の診療報酬改定により、一般病床200床以上の地域医療支援病院では、
紹介状なしで受診する場合などに保険適用の診療費とは別に、国が定める料金（選定
療養費）をご負担いただくこととなりました。令和２年10月１日からは南奈良総合
医療センターの選定療養費が下記のとおり変更となりますので、皆様のご理解をよろ
しくお願いいたします。

消費生活センター（相談窓口）の活用を！
　私たちはさまざまな人と関わり、そして買い物などの消費行動を毎日繰り返しなが
ら生活しています。特に近年はデジタル化・国際化の進展や、災害・感染症拡大など
緊急時に便乗した消費者被害も多発するようになりました。このような被害の救済と
消費者のさまざまな相談窓口として、消費生活センター等の窓口があります。消費生
活に関わる問合せや苦情相談等ができ、「鍋を買い替えたいがアルミとステンレスの
特徴を知りたい」や「ネット通販で化粧品を買ったが毎月配送され困っている」、「小
学生の子どもがスマートフォンでオンラインゲームの高額なアイテムを購入していた
ので取り消したい」といった相談が可能です。相談料は無料で、相談された方から知
り得た個人情報等を外部に漏らすことはありませんのでご安心ください。
　困ったときは、一人で抱え込まないで下記の相談窓口までご連絡ください。
～相談窓口～
•消費者生活ホットライン「いやや」（局番なしの188）
•吉野郡消費者生活相談窓口

ご負担額 初診1,100円 初診 5,000円

再診 2,500円（他の病院等に対し文書による紹介を行う旨の申出を

　　　　　　　行ったにも関わらず、当院を受診した患者）

改正前 改　　正　　後

対象診療料 全診療料 内科、総合診療料、外科、整形外科、救急科

吉野町役場

下市町役場

大淀町役場

７月～９月

10月～12月

１月～３月

町民課町民相談室　　　　　　　☎0746-32-3081

住 民 保 険 課　　　　　　　☎0747-52-0001

人 権 住 民 課　　　　　　　☎0747-52-5501

日　時場　所 問い合わせ

※当院を受診される場合は、かかりつけ医などの紹介状を持参いただきますようお願いします。

毎週木曜日（祝日・年末年始除く）午後1時～午後4時まで

今月号の協力隊のつぶやきは
岡が担当します。協力隊のつぶやき協力隊のつぶやき その86

　こんにちは。岡　弘明（カレーの人）です。
　毎日暑い日が続きますが、皆様いかがお過ごしでしょうか？美味しい夏野菜を沢山食べて、夏バテし
ないようにしましょうね。
　普段私は地域おこし協力隊として、サポートきなりでお仕事させていただいています。その他にも、
奥大和で放送されているローカル番組「ぐっと‼奥大和」にて、下北山村の紹介もしています。
　これまでの番組では村の生活や仕事、村であった不思議なことなどを取り上げました。最近では、「下
北山村7月怪談」という題で、「三省医者と狐」の昔話についてのエピソードを、自作のイラストや歴史

民俗資料館の�正文さんのコメントを織り交ぜながら紹
介する動画を制作しました。今後も番組で様々なニュー
スを取り上げるために、村のことをいろいろ調べていき
たいと思っています。もし村であった面白いニュースが
あれば、是非教えていただけると大変嬉しいです。
　あと僕は村の方言について興味があるので、よかった
ら教えてください（笑）

◀「ぐっと‼奧大和」での打合せの様子

●国勢調査は、2020年（令和２年）10月１日現在、日本に住んでいるすべての人及び世帯が対象です。
●９月中旬から、調査員がみなさまのお宅を訪問し、調査書類を郵便受けに入れるなどしてお配りします。
●回答は、できる限りインターネットでお願いします（郵送も可能です。）。
●国勢調査の結果は、災害時に必要な物資を備えたり、コンビニの出店計画に利用されるなど、わたしたちの生活
の身近なところに役立てられています。
●国勢調査では、新型コロナウイルス感染症の感染防止のため、調査書類の配布や調査票の受け取りを、できる限
り、みなさまと調査員が対面しない非接触の方法で行うようにしています。みなさまのご理解とご協力をよろし
くお願いいたします。

総務省・奈良県・下北山村

国勢調査については、「国勢調査2020総合サイト」をご覧ください。
https://www.kokusei2020.go.jp/

令和２年国勢調査を実施します
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真
夏
の
暑
さ
は
少
し
和
ら
い
で
き
て

い
ま
す
ね
。
し
か
し
油
断
は
大
敵
で
す
！

熱
中
症
に
は
十
分
注
意
し
て
お
過
ご
し

く
だ
さ
い
ね
。

◎
田
口
先
生
に
よ
る
講
演
会

〜
人
生
会
議
っ
て
ご
存
知
で
す
か
？
〜

　
や
っ
ぱ
り
下
北
山
村
が
一
番
！
村
で

楽
し
く
長
く
生
活
す
る
た
め
に
、
将
来

の
た
め
に
今
で
き
る
こ
と
、
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
？

【
日
時
】
９
月
29
日
（
火
）

　
　
　
　午
後
２
時
〜
午
後
３
時
30
分

【
場
所
】
保
健
セ
ン
タ
ー

【
講
師
】
診
療
所
　
田
口
浩
之
先
生

【
対
象
】
村
内
在
住
の
方

【
参
加
費
】
無
料

※
送
迎
要
申
込
み

◎
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　浦
向
地
区
散
策

　
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
２

本
の
ポ
ー
ル
（
ス
ト
ッ
ク
）
を
使
っ
て

歩
く
こ
と
で
、
足
へ
の
負
担
を
減
ら
し

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

て
長
く
歩
け
ま
す
。
性
別
を
問
わ
ず
に

楽
し
め
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
効
果
的
で
す
。

【
日
時
】
10
月
1
日
（
木
）

　
　
　
　午
前
10
時
30
分
〜
正
午

【
集
合
場
所
】
保
健
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

【
講
師
】
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
松
岡
聖
子
さ
ん
・
松
岡
岳

史
さ
ん

【
対
象
】
村
内
在
住
の
方

【
参
加
費
】
無
料

【
服
装
】
動
き
や
す
い
服
装
・
歩
き
や
す

い
靴
（
運
動
靴
）、
帽
子
、
飲

み
物

※
ポ
ー
ル
（
ス
ト
ッ
ク
）
は
貸
出
し
ま

す
※
送
迎
要
申
込
み

◎「
女
性
の
が
ん
検
診
」

　
近
年
、
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
に
な
る

人
が
増
え
て
い
ま
す
。
特
に
乳
癌
は
50

〜
60
歳
代
、
子
宮
が
ん
は
30
〜
40
歳
代

で
死
亡
率
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

（
乳
が
ん
検
診
で
40
歳
以
上
の
方
は
、
視

触
診
・
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
と
も
受
診
し

て
下
さ
い
。）

【
日
時
】
10
月
８
日
（
木
）

（
受
付
時
間
）
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

※
詳
細
な
時
間
は
個
別
に
お
知
ら
し
ま

す
。

【
場
所
】
下
北
山
村
保
健
セ
ン
タ
ー

【
内
容
】
子
宮
が
ん
検
診
、
乳
が
ん
検
診

（
視
触
診
・
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
）

【
参
加
費
】
無
料

【
お
申
込
み
】
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
6
―
0
0
1
5

緊急通報装置貸与事業について
　村では、村内に居住する次の方を対象に、NTTの固定電話を利用した緊急通報装置の貸与

事業を行っています。

【対象者】

①おおむね65歳以上の一人暮し高齢者であり、病弱者(常に医師の治療を受けているか又は治

療を必要とする状態にある者)又は寝たきりである、いずれも住民税非課税の世帯

②重度の心身障害の状態により、①に準ずる場合。この装置は、通常の固定電話に取り付け

て使用するもので、ベッドの枕元などに置き、そのボタンを押すと、近隣の協力員の方に

自動的に電話がかかり知らせるようになっています。

　協力員の方には、この知らせを受けて設置者の方の様子を見に行っていただきます。

　ペンダント式のボタンも付属しており、本体を設置した同じ屋内程度であれば、本体に

電波が届いて作動する仕組みとなっています。

　詳しくは、保健センターまでご相談ください。（☎６－００１５）
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第
９
回
：「
ワ
ク
チ
ン
」に
つ
い
て

〜
ワ
ク
チ
ン
は
世
界
を
救
う
??
〜

　今
年
は
梅
雨
明
け
も
遅
れ
て
い
ま
し

た
が
、
８
月
に
は
本
格
的
な
暑
さ
と
な

り
ま
し
た
。
皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。
私
事
で
す
が
７
月
末
に
は

次
男
も
誕
生
し
、
ま
す
ま
す
家
族
が
賑

や
か
に
な
り
ま
し
た
。

　さ
て
、
今
回
は
昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
件
に
も
絡
め
、
ワ
ク
チ
ン

を
テ
ー
マ
に
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。
ワ

ク
チ
ン
は
人
類
が
感
染
症
と
戦
う
た
め

に
編
み
出
し
た
知
恵
の
一
つ
で
す
が
、

昨
今
で
は
様
々
な
デ
マ
や
誤
解
も
多
く

み
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、

一
、
ワ
ク
チ
ン
の
歴
史

二
、
ワ
ク
チ
ン
の
成
分

三
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
副
作
用

の
３
本
立
て
で
お
送
り
致
し
ま
す
。

　一
、
ワ
ク
チ
ン
の
歴
史

　ワ
ク
チ
ン
は
、
１
７
９
６
年
に
ジ
ェ

診療所から
こんにちは
診療所から
こんにちは
診療所から
こんにちは

ン
ナ
ー
と
い
う
イ
ギ
リ
ス
の
医
学
者
が

天
然
痘
に
対
す
る
有
効
性
を
証
明
し
、

19
世
紀
末
に
は
パ
ス
ツ
ー
ル
と
い
う
化

学
者
が
科
学
的
な
製
造
法
を
確
立
し
、

様
々
な
ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ
れ
ま
し

た
。日
本
に
は
１
９
０
９
年
の
種
痘
法
、

１
９
４
８
年
の
予
防
接
種
法
を
経
て
本

格
的
に
普
及
し
ま
し
た
。
特
に
１
９
６

０
年
頃
に
大
流
行
し
た
、
小
児
ま
ひ
を

作
り
う
る
ポ
リ
オ
に
対
し
て
は
、
全
国

の
母
親
が
作
る
団
体
等
の
弛
ま
ぬ
働
き

か
け
に
よ
り
、
ワ
ク
チ
ン
の
導
入
に
つ

な
が
り
ま
し
た
。（
ち
な
み
に
、
最
近

テ
レ
ビ
に
も
ご
出
演
さ
れ
て
い
る
尾
身 

茂
先
生
は
、
西
太
平
洋
の
ポ
リ
オ
を
根

絶
さ
せ
た
、
私
の
尊
敬
し
て
い
る
先
生

の
一
人
で
す
）。そ
う
し
た
運
動
も
あ
っ

て
１
９
８
０
年
代
ま
で
は
日
本
は
開
発

や
普
及
も
盛
ん
で
ワ
ク
チ
ン
先
進
国
と

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
以
降
は
逆
に
ワ

ク
チ
ン
の
副
作
用
が
社
会
問
題
化
し
、

日
本
の
各
メ
ー
カ
ー
が
開
発
に
消
極
的

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
結
果
、
現
在
で
は

逆
に
ワ
ク
チ
ン
後
進
国
と
揶
揄
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
現
在

の
ワ
ク
チ
ン
開
発
は
欧
米
で
約
８
割
を

占
め
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　二
、
ワ
ク
チ
ン
の
成
分

　ワ
ク
チ
ン
は
、
大
き
く
２
種
類
の
主

成
分
に
分
か
れ
ま
す
。
一
つ
は
生
ワ
ク

チ
ン
と
呼
ば
れ
、
弱
毒
化
し
た
病
原
体

を
接
種
し
ま
す
。
古
く
か
ら
あ
る
手
法

で
す
が
強
い
免
疫
を
獲
得
で
き
ま
す
。

結
核
や
麻
し
ん
、
風
し
ん
、
お
た
ふ
く

か
ぜ
、
水
痘
、
帯
状
疱
疹
、
ロ
タ
ウ
イ

ル
ス
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
う
一

つ
は
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
と
呼
ば
れ
、
病

原
体
の
破
片
だ
け
を
投
与
し
ま
す
。
生

ワ
ク
チ
ン
よ
り
副
作
用
が
生
じ
に
く

く
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
肺
炎
球
菌
や

昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
は
不

活
化
ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ
れ
て
い
ま

す
。　三

、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
副
作
用

　「
ワ
ク
チ
ン
を
打
っ
て
調
子
が
悪
く

な
っ
た
」
と
言
っ
て
も
、
様
々
な
原
因

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
ず
注
射
を
打
つ

と
い
う
行
為
（
恐
怖
心
）
だ
け
で
、
気

分
不
良
、
ふ
ら
つ
き
、
め
ま
い
、
血
圧

低
下
、
失
神
な
ど
を
来
す
血
管
迷
走
神

経
反
射
が
生
じ
る
可
能
性
が
１
％
程
度

あ
り
ま
す
。
次
に
、
ワ
ク
チ
ン
に
は
先

ほ
ど
説
明
し
た
主
成
分
の
他
、
抗
生
物

質
、
免
疫
獲
得
を
強
化
す
る
た
め
の
物

質
（
ア
ジ
ュ
バ
ン
ド
）、
ワ
ク
チ
ン
の

品
質
を
保
つ
た
め
の
保
存
剤
や
安
定
化

剤
（
乳
糖
や
ゼ
ラ
チ
ン
、
ア
ミ
ノ
酸
な

ど
）、
病
原
体
の
培
養
液
（
卵
成
分
や

そ
の
他
の
動
物
成
分
）
な
ど
が
含
ま
れ

て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
ワ
ク

チ
ン
の
成
分
に
よ
っ
て
接
種
部
位
に
ア

レ
ル
ギ
ー
や
炎
症
が
生
じ
、
一
時
的
に

発
赤
、
し
こ
り
、
痛
み
が
発
生
し
た
り
、

熱
が
出
る
可
能
性
が
約
10
％
程
度
あ
り

ま
す
。
こ
の
反
応
は
接
種
後
２
日
以
内

に
生
じ
、
大
半
は
後
遺
症
も
な
く
軽
快

し
ま
す
。
別
の
ワ
ク
チ
ン
で
は
問
題
が

な
か
っ
た
り
、
次
打
つ
時
に
は
異
常
が

生
じ
な
か
っ
た
り
も
し
ま
す
が
、
症
状

が
出
た
場
合
は
次
回
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
際
に
一
度
ご
相
談
下
さ
い
。
重
篤
な

副
作
用
は
１
０
０
万
人
に
１
人
程
度
報

告
さ
れ
て
お
り
、
成
分
に
よ
る
ア
ナ

フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
や
血
小
板
減
少
、
腎
障

害
、
薬
剤
性
肺
炎
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
免
疫
不
全
を
起
こ
す
何
ら
か
の

病
気
が
隠
れ
て
い
る
と
、
生
ワ
ク
チ
ン

で
思
わ
ぬ
副
作
用
を
来
す
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
に
よ
っ
て
は
、
個
別

に
気
を
付
け
る
副
作
用
も
存
在
し
ま

す
。　日

本
の
ワ
ク
チ
ン
普
及
が
遅
れ
始
め

た
の
は
、
副
作
用
に
対
す
る
誤
解
や
恐

怖
心
に
対
し
、
医
師
が
十
分
に
説
明
し

て
こ
な
か
っ
た
こ
と
が
一
因
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。
ま
た
ワ
ク
チ
ン
や
ウ
イ
ル

ス
自
体
の
性
質
の
問
題
で
、
１
回
で
簡

単
に
免
疫
が
つ
か
ず
、
諦
め
て
し
ま
う

人
も
み
か
け
ま
す
。
し
か
し
一
つ
だ
け

言
え
る
の
は
、
ワ
ク
チ
ン
を
行
う
こ
と

で
、
自
分
だ
け
で
な
く
世
界
中
の
人
の

命
を
救
え
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の

ワ
ク
チ
ン
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
く
た

め
に
、
自
分
は
持
て
る
限
り
の
知
識
で

皆
様
の
疑
問
に
答
え
、
不
安
に
寄
り
添

い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

下
北
山
村
診
療
所

　田
口

　浩
之
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秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動
が
実
施
さ
れ

ま
す　次

の
と
お
り
秋
の
交
通
安
全
県
民
運

動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

【
運
動
期
間
】

９
月
21
日
㈪
～
９
月
30
日
㈬

【
運
動
の
重
点
（
全
国
重
点
）】

•
子
供
を
始
め
と
す
る
歩
行
者
の
安
全

と
自
転
車
の
安
全
利
用
の
確
保

•
高
齢
運
転
者
等
の
安
全
運
転
の
励
行

•
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
交
通
事
故
防
止

と
飲
酒
運
転
等
の
危
険
運
転
の
防
止

【
運
動
の
重
点
（
奈
良
県
重
点
）】

二
輪
車
、
原
付
車
の
交
通
事
故
防
止

　な
お
、
次
の
と
お
り
重
点
に
沿
っ
た

施
策
や
交
通
指
導
取
締
ま
り
が
県
下
各

地
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

　み
な
さ
ん
、
交
通
事
故
や
交
通
違
反

を
起
こ
さ
な
い
よ
う
気
を
付
け
て
く
だ

さ
い
。

21
日
子
供
を
始
め
と
す
る
歩
行
者
の
安

駐在さん通信駐在さん通信

全
と
自
転
車
の
安
全
利
用
の
確
保

推
進
デ
ー

22
日
高
齢
運
転
者
等
の
安
全
運
転
の
励

行
デ
ー

25
日
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
交
通
事
故
防

止
と
飲
酒
運
転
等
の
危
険
運
転
の

防
止
推
進
デ
ー

27
日
二
輪
車
、
原
付
車
の
交
通
事
故
防

止
推
進
デ
ー

30
日
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日

９
月
11
日
は
警
察
相
談
の
日

　奈
良
県
警
察
で
は
、
住
民
の
皆
さ
ん

の
安
全
と
安
心
に
関
す
る
相
談
を
24
時

間
い
つ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　不
安
な
事
や
困
っ
た
事
が
あ
れ
ば
い

つ
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　奈
良
県
警
察
本
部
に
は
総
合
相
談
窓

口
が
あ
り
、
相
談
の
内
容
を
お
聞
き
し

て
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
相
談
窓
口

に
適
切
に
振
り
分
け
て
的
確
な
助
言
や

指
導
が
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
整
え
て

い
ま
す
。

総
合
相
談
窓
口
の
電
話
番
号
は

（
０
７
４
２
）
２
３
局
１
１
０
８
番

で
す
。

　プ
ッ
シ
ュ
回
線
の
場
合
は

　
　
　＃
９
１
１
０

で
つ
な
が
り
ま
す
。

　も
ち
ろ
ん
警
察
本
部
だ
け
で
な
く
駐

在
所
で
も
相
談
は
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
も
十
分
に
気
を

配
っ
て
相
談
を
お
受
け
い
た
し
ま
す
の

で
地
元
の
駐
在
所
も
ぜ
ひ
頼
っ
て
く
だ

さ
い
。

寺
垣
内
駐
在
所

　
　
　６
局
０
０
３
１
番

池
原
駐
在
所

　
　
　５
局
２
０
０
３
番

駐
在
所
連
絡
協
議
会
委
員
の
委
嘱

　先
月
、
下
北
山
村
駐
在
所
連
絡
協
議

会
の
委
員
の
委
嘱
（
任
期
更
新
）
を
行

い
ま
し
た
。

　委
員
の
方
々
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
各
種
警
察
業
務
に
協
力
し
て
く
だ

さ
り
、
警
察
と
住
民
と
の
架
け
橋
の
役

目
も
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

　「
駐
在
所
に
直
接
言
い
に
く
い
け
ど

警
察
に
知
っ
て
お
い
て
も
ら
う
方
が
い

い
か
も
…
」
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
時
な

ど
は
委
員
の
方
々
を
通
じ
て
駐
在
所
に

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
委
員
の
方
々
の
紹
介
（
敬
称
略
）

（
池

　
　峰
）
下
村

　勇

（
寺

垣

内
）
中

　
　淑

（
浦

　
　向
）

岡

　忠
男

（
佐

　
　田
）
南

　守
和

（
下

桑

原
）
仲

　ナ
ナ
美

（
下

桑

原
）
山
岡

　ゆ
み

（
下

池

原
）
竹
本

　ま
ゆ
み

（
下

池

原
）
平
井

　清

（
南
都
銀
行
）
上
田

　研
二

　各
委
員
の
皆
様
、
い
つ
も
警
察
業
務

に
ご
協
力
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
２
年
間
ご
苦
労
を
お
掛
け

い
た
し
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　離
婚
し
た
場
合
、
お
二
人
の
婚
姻

期
間
に
つ
い
て
、
厚
生
年
金
の
支
給

額
の
計
算
の
基
と
な
る
報
酬
額
を
分

割
し
て
、
年
金
額
を
お
二
人
で
分
割

で
き
ま
す
。

　原
則
と
し
て
離
婚
後
２
年
以
内
に

手
続
き
を
行
っ
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
る
の
で
、
お
早
め
に
、
大
和
高
田

年
金
事
務
所
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

【
お
問
合
せ
先
】

　大
和
高
田
年
金
事
務
所

　☎
０
７
４
５
―
２
２
―
３
５
３
１

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

離
婚
時
の
年
金
分
割
制
度
に
つ
い
て
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防
災

グ
ッ
ズ

を
確
認
し
て

お
こ
う

最
新
の

情
報
を

確
認
し
て

は
や
め
の

判
断
が

大
切
だ
！

み
ん
な
で

ご
近
所
に
も

声
を
か
け
あ
い

た
い
ね
！

さ
い
し
ん

じ
ょ
う
ほ
う

か
く
に
ん

は
ん
だ
ん

た
い
せ
つ

ぼ
う
さ
い

か
く
に
ん

コ
ロ
ナ
対
策

グ
ッ
ズ
も

入
れ
て

お
き
た
い
ね

た
い

い

さ
く

野菜作り体験イベント

　７月30日（木）赤ちゃんの誕生を祝福し、あわせて健
やかな成長を願い、１軒のご家庭に「赤ちゃん誕生祝い
金」が交付されました。

草野　暁ちゃん（父・涼さん　母・みなみさん）
（令和２年２月２０日生まれ）

「下北山村で子育てできる喜びをありがとう」

　
お
金
や
土
地
・
建
物
の
ト
ラ
ブ

ル
、
交
通
事
故
、
夫
婦
関
係
や
遺

産
分
割
な
ど
の
家
族
の
も
め
ご
と

に
関
し
民
事
・
家
事
調
停
委
員
が
、

調
停
の
手
続
き
に
つ
い
て
無
料
で

相
談
に
応
じ
ま
す
。
事
前
の
予
約

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

訴
訟
や
調
停
に
な
っ
て
い
る
事
件

の
相
談
や
、
法
律
判
断
を
求
め
る

相
談
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

【
日

　時
】

10
月
９
日
（
金
）
10
時
〜
15
時

【
会

　場
】

大
淀
町
立
中
央
公
民
館

（
奈
良
県
吉
野
郡
大
淀
町
下
渕
９
４
８
）

【
相
談
料
】

無
　
料

【
問
合
せ
先
】

奈
良
地
方
家
庭
裁
判
所 

総
務
課

☎
０
７
４
２
―
８
８
―
２
６
０
４

（
本
行
事
に
つ
い
て
の
調
停
相
談

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
で
あ
る
旨

を
お
伝
え
く
だ
さ
い
）

奈
良
県
調
停
協
会
主
催

調
停
手
続
き
相
談
の

開
催
に
つ
い
て

き
ん
じ
ょ

こ
え日

ご
ろ

か
ら
の

つ
な
が
り
が

大
事
だ
ね

ひだ
い
じ

赤ちゃん誕生祝い金を
交付しました。

あかつき
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きなりの郷とは…純粋、素朴、まざりけのないと言った意味で、「本物の暮らしのある村」という願いを込めた言葉です。
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令和２年７月31日現在

前年同月比
（－
（－
（－
（－

37）
19）
18）
　23）

人　口
男
女
世帯数

868人
398人
470人
545戸

先月比
2）
2）
4）
2）

（－
（＋
（－
（－

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

吉

　田

　光

　宏 

さ
ん
（
上
桑
原
）

八
月
十
日 

逝
去

　　

　享
年
八
十
四
才

浦
向
（
６
月
24
日
）

奥

　村

　國

　彦

　さ
ん

上
桑
原
（
８
月
14
日
）

吉

　田

　恒

　子

　さ
ん

橿
原
市
（
８
月
14
日
）

下

　村

　和

　行

　さ
ん

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、

　
　
　
　
　
　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方

　8月上旬下北山中学校が新校舎（合同校舎）へ引越しをし、旧中学校校舎で８月14

日・１５日の２日間「旧下北山中学校を懐かしむ日」を開催しました。

　会場ではマスクやアルコール消毒、検温をしていただくなど、新型コロナウイルス感染

予防へご協力いただく中、２日間を通して大変気温の高い日となりましたが、猛暑の中で

も村内の方々、帰省をされている方々合わせて148名の幅広い年代の方 に々来校いた

だきました。

　来校された卒業生の方は「50年ぶりに来たけど変わってないなぁ」や、「廊下に立たさ

れたな」など、賑やかさや、楽しくもほろ苦い在学生であった当時の様子を思い出し、懐か

しむ声があちらこちらで響き、写真を撮って思い思いの時間を過ごされていました。

旧下北山中学校を懐かしむ日
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